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む
と
う
葉
子
議
員
が
、
25
年

度
戸
田
市
一
般
会
計
予
算
に
賛

成
討
論
し
ま
し
た
。

●
要
旨

●
要
旨

　

25
年
度
予
算
要
望
書
を
菅
原

市
長
に
提
出
し
、
市
民
の
要
望

に
応
え
た
予
算
と
な
る
よ
う
求

め
て
き
ま
し
た
。
予
算
要
望
書

を
作
成
す
る
た
め
に
実
施
し
た

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
回
答

者
の
約
６
割
が
以
前
よ
り
生
活

が
厳
し
く
な
っ
た
と
回
答
し
て

い
ま
す
。
11
月
末
に
は
市
民
団

体
と
一
緒
に
集
め
た
学
校
給
食

3月戸田市議会定例会が閉会

無
償
化
署
名
を
市
長
に
手
渡

し
、懇
談
に
立
ち
会
い
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
の
審
査
で

は
、
長
引
く
物
価
高
騰
の
な
か

厳
し
さ
を
増
す
市
民
生
活
に
ど

う
応
え
る
か
と
い
っ
た
視
点
に

立
ち
、
各
種
施
策
と
予
算
を
審

査
し
ま
し
た
。
25
年
度
の
予
算

編
成
は
過
去
最
高
の
予
算
額

で
、
市
税
収
入
は
前
年
度
よ
り

８
億
３
３
５
１
万
９
０
０
０

円
、
２
・
７
％
増
を
見
込
ん
で

お
り
、
市
民
要
望
に
十
分
応
え

ら
れ
る
も
の
で
す
。

●
評
価
し
た
事
業

●
評
価
し
た
事
業

＊
非
核
・
平
和
事
業

　

戦
後
80
周
年
と
な
る
８
月
に

長
崎
で
行
わ
れ
る
第
11
回
平
和

首
長
会
議
総
会
、
第
13
回
国
内

加
盟
都
市
会
議
総
会
、
そ
し
て

ナ
ガ
サ
キ
平
和
祈
念
式
典
へ
参

列
。
ふ
る
さ
と
祭
り
で
平
和
に

関
す
る
紙
芝
居
を
実
施
し
、
子

　

３
月
26
日
、
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
３
月
戸
田
市
議
会
定
例

会
が
閉
会
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
戸
田
市
議
団
は
、
25
年
度
戸

田
市
一
般
会
計
予
算
に
賛
成
し
、
24
（
令
和
６
）
年
度
戸
田
市
一

般
会
計
予
算
補
正
予
算
及
び
25
年
度
戸
田
市
水
道
事
業
会
計
予
算

に
反
対
し
ま
し
た
。
各
討
論
の
大
要
は
次
の
通
り
で
す
。

ど
も
達
へ
平
和
を
語
り
継
ぐ
。

＊
子
ど
も
の
居
場
所
事
業

　

東
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
週
３

回
、小
、中
、高
校
生
を
対
象
に
、

塾
に
行
け
な
い
子
ど
も
達
に
対

す
る
支
援
を
充
実
さ
せ
る
。

＊
放
課
後
等
児
童
健
全
育
成
事

業

　

学
童
保
育
室
に
障
害
児
の
受

け
入
れ
枠
を
２
室
増
や
す
予
算

が
計
上
さ
れ
、
障
が
い
の
あ
る

子
も
な
い
子
も
、
放
課
後
、
本

市
で
安
全
に
過
ご
せ
る
場
所
を

整
備
。
状
況
の
確
認
と
共
に
、

埼
玉
県
と
の
連
携
を
要
望
。

＊
物
価
高
騰
対
策

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の

発
行
。

＊
消
防
職
員
人
材
育
成
事
業

　

消
防
士
の
大
型
自
動
車
運
転

免
許
取
得
に
対
す
る
半
額
補

助
。
免
許
取
得
時
間
を
公
務
時

間
と
し
て
保
障
す
る
こ
と
を
求

め
る
。

＊
学
校
給
食
の
無
償
化
拡
大

　

25
年
度
か
ら
中
学
生
に
対
す

る
学
校
給
食
の
無
償
化
が
実

現
。
小
学
生
ま
で
拡
大
す
る
こ

と
を
要
望
す
る
。

＊
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
外
来
の

充
実

　

小
児
頭
痛
、
小
児
起
立
性
調

整
障
害
の
外
来
予
約
枠
を
拡
大

す
る
。

●
要
望
し
た
項
目

●
要
望
し
た
項
目

☆
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
と

な
ら
な
い
よ
う
仕
様
書
の
見
直

し
、
相
談
員
の
質
の
向
上
。

☆
年
金
生
活
を
し
て
い
る
高
齢

者
に
対
し
て
、
敬
老
祝
い
品
の

増
額
。

☆
戸
田
市
公
共
交
通
計
画
は
交

通
弱
者
に
対
応
す
る
計
画
に
。

☆
防
災
対
策
の
強
化
、
防
災
訓

練
の
改
善
。

☆
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
普

段
か
ら
不
登
校
児
童
生
徒
を
増

や
さ
な
い
為
に
も
、
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
各
小
中
学
校
に
配
置
。

☆
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
の
小
児

精
神
外
来
の
予
約
枠
の
拡
大
。

☆
迅
速
な
物
価
高
騰
対
策
。

一般会計予算に賛成一般会計予算に賛成
中学生の給食無償化などを評価中学生の給食無償化などを評価

　

む
と
う
葉
子
議
員
が
、
24
年

度
戸
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）
に
反
対
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
財
政

調
整
基
金
に
38
億
５
６
１
９
万

２
千千
円
を
積
み
立
て
、
24
年
度

末
の
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は

82
億
７
４
３
９
万
８
千千
円
で

す
。
本
市
の
予
算
編
成
に
お
い

て
、
当
初
予
算
で
財
政
調
整
基

金
を
取
り
崩
し
て
い
ま
す
が
、

年
度
末
に
は
、
多
額
の
お
金
を

残
し
、
財
政
調
整
基
金
に
積
む

と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い

る
結
果
、
財
政
調
整
基
金
の
残

高
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　

財
政
調
整
基
金
は
、
震
災
の

時
や
市
税
が
減
少
傾
向
に
あ
る

時
な
ど
に
使
う
も
の
で
あ
り
、

一
定
額
を
積
み
立
て
る
こ
と
は

理
解
で
き
ま
す
が
、
自
治
体
の

財
政
運
営
は
単
年
度
主
義
が
原

則
で
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
市
民
生
活
は
不
安
定
に
な

り
、
コ
ロ
ナ
収
束
前
か
ら
の
物

価
高
騰
が
続
い
て
お
り
、
光
熱

費
や
食
料
品
等
の
生
活
用
品
の

値
上
が
り
は
留
ま
る
と
こ
ろ
が

な
く
、
賃
金
の
上
昇
が
物
価
高

騰
に
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、
年

金
生
活
者
や
子
育
て
世
帯
等

は
、
生
活
不
安
で
先
行
き
が
不

透
明
の
ま
ま
で
す
。

　

議
会
で
も
、
様
々
な
議
員
が

市
民
の
声
を
届
け
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
訴
え
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
だ
け
の
金

額
を
何
度
末
に
残
す
な
ら
ば
、

市
民
生
活
に
も
っ
と
充
て
る
べ

き
だ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
か
ら

反
対
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
に

一
般
会
計
補
正
予
算
に

反
対
反
対

む
と
う
議
員

む
と
う
議
員
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（
本
田
）

（
本
田
）戸
田
市
は
、
２
０
２

５
年
４
月
か
ら
水
道
料
金
を
平

均
33
・
66
％
値
上
げ
す
る
。
物

価
高
騰
で
生
活
の
厳
し
さ
が
増

し
て
い
る
市
民
、
事
業
者
に
は

大
変
重
い
負
担
と
な
る
。
①
２

０
２
５
年
度
の
値
上
げ
総
額
は

②
生
活
保
護
受
給
者
等
へ
の
減

免
規
定
の
創
設
を
③
一
般
会
計

を
繰
入
れ
、
今
回
の
水
道
料
金

値
上
げ
分
の
負
担
回
避
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

（
答
弁
）

（
答
弁
）①
本
料
金
改
定
に
伴

う
収
益
増
は
、
５
億
８
２
３
６

万
６
千
円
と
推
定
。
②
他
の
水

戸
田
市
議
会
３
月
定
例
議
会

戸
田
市
議
会
３
月
定
例
議
会

　

３
月
定
例
議
会
に
お
け
る
本
田
哲
議
員
の
一
般
質
問
の
大
要

は
以
下
の
通
り
で
す
。

道
使
用
者
の
負
担
が
増
加
す
る

こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
減
免

規
定
を
設
け
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
③
公
営
企
業
法
の
規
定

等
を
踏
ま
え
る
と
困
難
。

（
本
田
）

（
本
田
）一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
れ
を
視
野
に
入
れ
た
減
免
規

定
の
創
設
を
求
め
る
。
水
道
事

業
は
、
料
金
収
入
等
で
事
業
を

行
う
独
立
採
算
制
が
原
則
だ

が
、
例
外
的
に
一
般
会
計
か
ら

公
営
企
業
会
計
へ
の
経
費
を
支

出
す
る
こ
と
が
で
き
、
基
準
外

繰
入
金
を
活
用
で
き
る
と
考
え

る
。
コ
ロ
ナ
禍
、
国
の
交
付
金

に
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
を

上
乗
せ
し
、
上
下
水
道
基
本
料

金
の
減
免
が
実
施
さ
れ
た
。
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
は
可
能

で
あ
り
、
市
民
の
命
と
く
ら
し

を
守
る
べ
き
。

水
道
値
上
げ
回
避
を

水
道
値
上
げ
回
避
を

本
田
議
員
の
一
般
質
問

本
田
議
員
の
一
般
質
問

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
で

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
で

水
道
料
金
値
上
げ
の
負
担
回
避
を

水
道
料
金
値
上
げ
の
負
担
回
避
を

　

本
田
哲
議
員
は
日
本
共
産
党

戸
田
市
議
団
を
代
表
し
、
25
年

度
水
道
事
業
会
計
予
算
に
反
対

し
ま
し
た
（
以
下
要
旨
）。

　

４
月
か
ら
の
水
道
料
金
値
上

　

４
月
か
ら
の
水
道
料
金
値
上

げ
を
知
っ
た
市
民
か
ら
、「
物

げ
を
知
っ
た
市
民
か
ら
、「
物

価
高
騰
が
続
く
な
か
、な
ぜ
今
、

価
高
騰
が
続
く
な
か
、な
ぜ
今
、

水
道
料
金
の
値
上
げ
な
の
か
」

水
道
料
金
の
値
上
げ
な
の
か
」

「
こ
れ
以
上
の
生
活
の
切
り
詰

「
こ
れ
以
上
の
生
活
の
切
り
詰

め
は
で
き
な
い
。
水
道
料
金
の

め
は
で
き
な
い
。
水
道
料
金
の

引
き
上
げ
は
止
め
て
」
等
の
声

引
き
上
げ
は
止
め
て
」
等
の
声

が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
値
上
げ
で
、
５
億
８

　

今
回
の
値
上
げ
で
、
５
億
８

２
３
６
万
６
千
円
の
負
担
増
と

２
３
６
万
６
千
円
の
負
担
増
と

な
り
ま
す
。
生
活
の
厳
し
さ
が

な
り
ま
す
。
生
活
の
厳
し
さ
が

増
し
て
い
る
市
民
、
市
内
事
業

増
し
て
い
る
市
民
、
市
内
事
業

所
に
は
、日
々
、使
用
す
る「
水
」

所
に
は
、日
々
、使
用
す
る「
水
」

の
料
金
値
上
げ
は
大
変
重
い
負

の
料
金
値
上
げ
は
大
変
重
い
負

担
と
な
る
と
考
え
ま
す
。

担
と
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企

　

水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企

業
法
の
も
と
「
独
立
採
算
制
」

業
法
の
も
と
「
独
立
採
算
制
」

が
原
則
で
、
水
道
料
金
等
の
収

が
原
則
で
、
水
道
料
金
等
の
収

入
を
も
っ
て
事
業
を
経
営
す
る

入
を
も
っ
て
事
業
を
経
営
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
水

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
水

道
法
第
１
条
は
、「
こ
の
法
律

道
法
第
１
条
は
、「
こ
の
法
律

は
、
水
道
の
布
設
及
び
管
理
を

は
、
水
道
の
布
設
及
び
管
理
を

適
正
か
つ
合
理
的
な
ら
し
め
る

適
正
か
つ
合
理
的
な
ら
し
め
る

と
と
も
に
、
水
道
の
基
盤
を
強

と
と
も
に
、
水
道
の
基
盤
を
強

化
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
清
浄

化
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
清
浄

に
し
て
豊
富
低
廉
な
水
の
供
給

に
し
て
豊
富
低
廉
な
水
の
供
給

を
図
り
、
も
つ
て
公
衆
衛
生
の

を
図
り
、
も
つ
て
公
衆
衛
生
の

向
上
と
生
活
環
境
の
改
善
と
に

向
上
と
生
活
環
境
の
改
善
と
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
」と
定
め
て
い
ま
す
。安
全
・

る
」と
定
め
て
い
ま
す
。安
全
・

安
心
な「
水
」の
供
給
は
も
ち

安
心
な「
水
」の
供
給
は
も
ち

ろ
ん
、「
公
衆
衛
生
」向
上
と
誰

ろ
ん
、「
公
衆
衛
生
」向
上
と
誰

も
が
等
し
く
そ
の
恩
恵
を
受
け

も
が
等
し
く
そ
の
恩
恵
を
受
け

ら
れ
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

ら
れ
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
感
染
症
対

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
感
染
症
対

策
と
し
て
手
洗
い
・
う
が
い
の

策
と
し
て
手
洗
い
・
う
が
い
の

習
慣
化
が
徹
底
さ
れ
ま
し
た
。

習
慣
化
が
徹
底
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
値
上
げ
が
、
手
洗
い
・

今
回
の
値
上
げ
が
、
手
洗
い
・

う
が
い
を
は
じ
め
、
日
々
の
生

う
が
い
を
は
じ
め
、
日
々
の
生

活
に
お
け
る
入
浴
、
洗
濯
、
掃

活
に
お
け
る
入
浴
、
洗
濯
、
掃

除
な
ど
、
ま
た
、
市
内
事
業
者

除
な
ど
、
ま
た
、
市
内
事
業
者

等
の
営
業
も
含
め
、「
公
衆
衛

等
の
営
業
も
含
め
、「
公
衆
衛

生
」
上
必
要
な
様
々
な
行
為
を

生
」
上
必
要
な
様
々
な
行
為
を

妨
げ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い

妨
げ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い

と
危
惧
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

と
危
惧
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

地
方
自
治
法
第
１
条
の
２

　

地
方
自
治
法
第
１
条
の
２

で
、「
住
民
の
福
祉
の
増
進
を

で
、「
住
民
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
趣

図
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
趣

旨
を
鑑
み
、
一
般
会
計
か
ら
の

旨
を
鑑
み
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
を
行
い
、
今
回
の
水

繰
り
入
れ
を
行
い
、
今
回
の
水

道
料
金
値
上
げ
を
回
避
す
べ
き

道
料
金
値
上
げ
を
回
避
す
べ
き

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
国
か

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
国
か

ら
の
交
付
金
に
一
般
会
計
か
ら

ら
の
交
付
金
に
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
れ
を
上
乗
せ
し
、
上
下

の
繰
入
れ
を
上
乗
せ
し
、
上
下

水
道
基
本
料
金
減
免
が
実
施
さ

水
道
基
本
料
金
減
免
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
補
正
予
算
で
財
政

れ
ま
し
た
。
補
正
予
算
で
財
政

調
整
基
金
に

調
整
基
金
に
3838
億
円
も
積
め
る

億
円
も
積
め
る

戸
田
市
の
県
内
一
豊
か
な
財
政

戸
田
市
の
県
内
一
豊
か
な
財
政

を
活
か
し
、
市
民
の
命
と
く
ら

を
活
か
し
、
市
民
の
命
と
く
ら

し
、
そ
し
て
「
公
衆
衛
生
」
環

し
、
そ
し
て
「
公
衆
衛
生
」
環

境
を
守
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

境
を
守
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

19
日
に
開
か
れ
た
議
会
運
営

委
員
会
に
て
、「
一
部
の
外
国

人
に
よ
る
犯
罪
の
取
り
締
ま
り

強
化
を
求
め
る
意
見
書
」（
政

策
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
提
出
）
を
国
に
提

出
す
る
か
が
問
わ
れ
、
日
本
共

産
党
戸
田
市
議
団
が
反
対
し
、

国
へ
の
意
見
書
提
出
と
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

意
見
書
は
、
戸
田
市
や
近
隣

市
で
外
国
籍
の
住
民
が
増
え
て

い
る
こ
と
。
一
部
の
外
国
人
が

犯
罪
や
事
件
を
起
こ
し
て
い
る

こ
と
を
引
き
合
い
に
、
警
察
官

の
増
員
、
犯
罪
の
取
り
締
ま
り

強
化
な
ど
を
求
め
る
も
の
で

す
。
議
会
運
営
委
員
会
で
本
田

哲
議
員
は
、「
事
件
や
犯
罪
へ

の
対
応
は
、
法
治
国
家
で
あ
る

日
本
に
お
い
て
国
籍
関
係
な
く

対
応
さ
れ
る
べ
き
で
、
事
件
・

犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
パ

ト
ロ
ー
ル
等
の
強
化
も
必
要
と

考
え
る
が
、
今
回
の
『
一
部
の

外
国
人
』
を
対
象
と
し
た
意
見

書
の
提
出
に
は
賛
同
し
か
ね

る
」
と
、
意
見
書
提
出
に
反
対

し
ま
し
た
。
各
会
派
の
態
度
は

以
下
の
通
り
で
す
。

◆
意
見
書
提
出
に
反
対

◆
意
見
書
提
出
に
反
対

＊
共
産
党
…
本
田
哲
、
む
と
う

葉
子
、
花
井
あ
き
こ

＊
り
っ
け
ん
戸
田
…
小
金
沢
優

◆
意
見
書
提
出
に
賛
成

◆
意
見
書
提
出
に
賛
成

＊
戸
田
の
会
…
酒
井
い
く
ろ

う
、
浅
生
和
英
、
佐
藤
太
信
、

野
澤
茂
雅
、
宮
内
そ
う
こ
、

小
沼
さ
ゆ
り
、
辺
見
智
子

＊
政
策
Ｔ
О
Ｄ
Ａ
…
遠
藤
英

樹
、
細
田
昌
考
、
そ
ご
う
拓

也
、
古
屋
と
し
み
つ
、
小
山

大
輔

＊
公
明
党
…
竹
内
正
明
、
石
川

清
明
、
三
輪
な
お
子
、
三
浦

の
ぶ
お

＊
保
守
の
会
…
河
合
ゆ
う
す
け

＊
新
時
代
…
渡
辺
る
い

◆
意
見
書
提
出
に
調
整
を

◆
意
見
書
提
出
に
調
整
を

　

求
め
た

　

求
め
た

＊
平
政
会
…
榎
本
守
明
、
斎
藤

直
子

一
部
外
国
人
犯
罪
の

一
部
外
国
人
犯
罪
の

取
締
強
化
の
意
見
書

取
締
強
化
の
意
見
書

党
市
議
団
は
反
対

党
市
議
団
は
反
対

２
０
２
５
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

２
０
２
５
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算


